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スポーツ指導者の社会的勢力質問紙の再検討

Revi s i o n  o f  t h e  q u e s t i o n n a i r e  t o  

m e a s u r e  c o a c h e s '  s o c i a l  p o w e r

森 恭

Y a s u s h i  M O R I

社会的勢力は, 潜在的な社会的影響と して ,
F r a n c h & R a v e n ( 1 9 5 9) によ っ て 提唱され て 以来, 多く の

研究を生 んで きた ｡ 我が国におい て も, さま ざま な社会的相互作用場面におい て , 社会的勢力を測 定する試

み がなされ, 多くの 質問紙が考案され て きて い る ( 田崎 ( 1 9 7 6 , 1 9 7 9) , 浜名ら ( 1 9 8 3) , 今井 ( 1 9 8 6) , 辛

川 ( 1 9 8 7)) ｡

本研究者ら はス ポ - ツ 指導者が選手に対 して持 つ 社会的勢力に つ い て 検討 し, 多くの 知見を得て い る｡ そ

して
,
森ら ( 1 9 9 0 a , 1 9 9 0 b) , 伊藤ら (1 9 9 2) な どによ っ て, ス ポ

ー

ツ指導者は, 選手に対 して ｢ 専門性｣

｢ 参照性｣ ｢ 罰の脅威｣ ｢ 利益期待｣ ｢ 指導意欲｣ ｢ 正 当性｣ ｢ 親近性
･ 受容性｣ の 7 つ の基盤に基づい た勢力を

保持する こと が見い だされ て い る ｡

さ て
,
上記の よう な研究の ほとん どにお い て , 社会的勢力は質問紙を用い た調査により測定され て い る ｡

こ の際 , 質問文と して ｢ あなたが監督 ( 教師,
上 司な ど) の 指示に従う理由, あるい は言 う ことを聞く理由｣

とい うもの が用い られ て い る ｡ つ まり, 社会的勢力は, 影響を受ける側における , 被影響の 理 由づ け , 被影

響の 理 由の 解釈で あ ると言える ｡ そ して , 影響を及ぼす側が ｢ 現在の 監督｣ ｢ 現在の担任教師｣ な どの よう

に特定されて い なけれ ば , 得られた 回答は単に自身が他者か らの 影響を受け入れる理由と い う, 被影響老の

特性 を測 定して い る ことにな る｡ また ,
影響を及ぼす側が ｢ 特定の｣ 誰か で ある ことと して 回答を求めた場

令, 得られた 回答は被影響老の特性と影響を及ぼす側の行動の特徴に つ い て の認知の 両方を含む こ と になる｡

本来で あれば ,
個性をも っ た個人が, 他者で ある影響を及ぼそうとする者を どの よう に認知する こ とで ,

ど の ような行動の変化が現れ るか ,
に つ い て検討を加 える , と い うや り方がわかりやすい や り方で ある｡ し

か し, これま で の社会的勢力研究で は ,
個人の 特性 ( 個性) と認知された他者の 行動特徴を社会的勢力とい

う 一

つ の概念と して 扱 っ て きたと言えよう｡ さ らに ,
上記の よう な測定によ っ て 得られ た ,

暖味な部分を含

む ｢ 社会的勢力｣ 概念によ っ て , 影響を及ぼす側 - の 満足感, 活動 - の適応な ど, 社会的勢力の 機能に つ い

て 検討がなされて い る ( 森ら (1 9 9 0 a , 1 9 9 0 b) , 伊藤ら ( 1 9 9 2)) こ とも厳密さに欠け ると言えよう ｡

これ らの ことか ら, 本研究で は以下の ような考えを基本と して 研究を進めるもの とする o

1 . 森ら (1 9 9 0 a , 1 9 9 0 b) で 使用 された社会的勢力測定の 4 2 項 目を使用する ｡ こ れ らの 項目は , 伊藤 ･

森 (1 9 8 7) で集め られた項目に森ら ( 1 9 9 0 a , 1 9 9 0 b) で 修正 が施された もの で , 当初の 段階で ｢ 監督

( 指導者) に従う理由｣ を尋ね るもの で あ っ た｡ つ ま り, 特定の 指導者に対 して で は なく ,
そ の 選手が

ス ポ
ー

ツ 指導者に従う 一 般的な理由を集めた も の と言 える｡

2 . 社会的勢力質問紙におい て全体 へ の 質問文を ｢ 変, なた の チ
ー ム の 指導者は どの ような人で すか｣ と し

て , 各項目の 内容が あて はまる程度を 回答させるもの とする o

3 . 全体の 質問文の 変更に伴 っ て ,
各項目文は ｢ 監督は - 人で あ る｣ ｢ 監督の 指示に従うとうまく行く｣
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な どの ように監督の 特徴や監督か らの影響に対する信念を示すもの に変更する ｡

4 . こ の こ とにより
,

一

般的に指導者に従う理由とされ る内容を, 特定の指導者に対 して選手が認知する

か, とい う点から社会的勢力をと らえる ことが可能になると考え られ る｡

目 的

伊藤 ･ 森 ( 1 9 8 7) , 森ら ( 1 9 9 0 a , 1 9 9 0 b) によ っ て作成 , 使用された ス ポ ー

ツ指導者の 社会的勢力質問紙

に つ い て, 質問紙全体に対する質問文を
, 選手が現在指導を受けて い る指導者に特定 し, 得られた回答か ら

質問紙の構成を再検討する｡

方 法

調査期間 平成1 7 年 5 - 6 月

調査対象 埼玉 県内の 高校運動部 2 8 チ ー

ム 3 5 3 名 ( 男子2 1 9 名 , 女子1 3 4 名)

調査方法 各チ ー ム に対して質問紙を郵送 し, 各チ - ム で の実施を依頼 した ｡ チー ム にお い て は , 指導者が

質問紙を配布し, 選手 の 回答を指導者が回収して郵送にて 本所究老に返送され た ｡ こ の ような手

続きの 中で選手の 回答を指導者が見る ことに よる ト ラ ブ ル を軽減するため に, 質問内容 ･ 項目を

記載 した調査用紙と 回答の ための マ ー ク シ ー トを セ ッ トと して実施 した ｡ 回収にあた っ て は マ ー

ク シ ー トのみ を回収 した｡

調査内容 調査用紙は以下の 内容からなるもの で あ っ た ｡

1 . フ ェ イ ス シ ー ト

2 . 指導者の社会的勢力

3 . 指導者からの 被影響感 , 活動 - の充実感 , 活動 へ の意欲

2
,
3 に つ い て はすべ て , 記載された項目の 内容が 自身の 様子や考えにあて はまる程度を 1 - 6 で マ ー ク

シ
ー

トに回答するもの で あ っ た. 1 - 6 の意味は, 1 : 全く あて はまらない , 2 : あ て はま らない , 3 : ど

ちらか と言 えばあて はま らない , 4 : どちらか と言 えばあて はまる, 5 : あて はま る, 6 : よく あて はまる ｡

また, 2 の 指導者の 社会的勢力に関して は, ｢ あ なた の運動部 ( チ ー

ム) の 指導者は どの ような人で すか｣

とい う質問文を用い て 回答を求めた ｡

結果ならびに考察

I . 指導者の社会的勢力

得られた回答か ら主因子解を求めたと こ ろ
,
1 . 00 とな る固有値数が 7 で あ っ たため, 因子数を 5 - 7 と し,

バ リ マ ッ ク ス 回転と プ ロ マ ッ ク ス 回転を行 っ た ｡ 表 1 は因子数 5 で バ リ マ ッ ク ス 回転を施 した結果で ある｡

因子数を 5 - 7 と変え, 直交回転 ( バ リ マ ッ ク ス 回転) と斜交回転 ( プ ロ マ ッ ク ス 回転) を施 した結果0 . 4 0

以上の 負荷を示 した因子番号を表 した も の が表 2 で ある｡ 2 つ の 表か ら, 5 因子 直交解が最も単純構造に近

い と考え られ , 項目 の 意味か らも妥当な も の と考えられ た｡ また, 項目 7 ,
3 0

,
3 2

,
3 8 は い ずれ の 方法にお

い て も共通性が低く , 高い 負荷を示 す因子 がなか っ た ｡ こ の ため , 以後の 分析か らは こ の 4 項目を除く こ と

とする ｡

そ れぞれ の 因子 は, 負荷の高い 項目の 意味内容か らそ れぞれ ｢ 専門性｣ ｢ 親近性と信頼｣ ｢ 正 当性｣ ｢ 指導

意欲｣ ｢ 罰の 脅威｣ と解釈で きる ｡ 森 ら ( 1 9 9 0 a , 1 9 9 0 b) にお い て は ｢ 専門 ･ 参照性｣ ｢ 罰の 脅威｣ ｢ 利益期

待｣ ｢ 指導意欲｣ ｢ 正 当性｣ ｢ 親近性 ･ 受容性｣ の 6 つ の 基盤 に 基づ い た勢 力が見い だ され , また 伊藤ら

(1 9 9 2) に お い て は
,
｢ 専門性｣ と ｢ 参照 性｣ を分離して 7 つ の 基盤 に基づ い て研究を進めたが, 本研究で

は 5 つ の基盤にまとま っ た｡

本研究における ｢ 専門性｣ には これ らの研究で見い だされた専門性
, 参照性, 利益期待が含まれて い る ｡

指導者の 専門性が高い こ とと
,
指導者がモ デ ル と なる こ と, そ して指導者か らの 影響を受け る ことが選手自
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表1 . 指導者の社会的勢力質問紙 へ の 回答に対する因子分析

( N - 3 5 3 , 因子数 - 5
,
バ リ マ ッ ク ス 回転, 削除項 目な し)

2 2 7

項 目 F I F 2 F 3 F 4 F 5 共 通性

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

l l

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

. 5 2 7 . 2 7 3 . 4 1 8 . 1 8 4

. 3 1 9 . 7 0 0 . 1 9 9 . 0 0 5

. 2 0 9 . 0 0 8 . 1 7 5 一 . 0 0 1

. 2 4 6 . 1 6 4 . 7 0 9 . 1 5 2

. 7 0 0 . 0 0 9 . 1 4 1 . 1 8 8

. 5 3 4 . 5 2 0

. 1 1 7 < . 0 0 1

. 7 1 9 . 0 0 4

. 2 7 4 . 2 1 3

. 7 3 6 . 2 0 0

. 4 1 5 . 6 6 2

. 1 2 6 . 2 1 7

. 6 5 4 . 2 4 3

. 0 0 6 . 5 7 1

I . 0 0 4 - . 1 0 8

. 6 0 4 . 2 8 9

. 8 3 2 . 2 9 4

. 7 2 2 . 3 6 3

. 1 9 6 . 4 2 1

. 3 8 1 . 1 3 8

. 5 1 8 . 3 6 8

. 1 4 6 . 6 1 1

- . 2 3 1 - . 2 9 0

. 4 8 3 . 3 7 1

. 2 7 7 . 6 6 0

. 3 6 5 . 0 0 5

. 2 7 7 . 1 3 9

. 6 3 2 . 3 5 4

. 6 9 6 . 2 1 6

- . 0 0 7 - . 2 8 6

. 5 8 8 . 2 4 5

. 3 3 4 . 0 0 2

. 6 4 7 - . 4 4 0

. 0 0 3 . 5 0 5

- . 1 2 3 - . 2 0 0

. 2 7 1 . 5 7 8

. 2 1 1 . 3 2 3

. 0 0 3 . 2 3 3

. 4 0 6 . 3 3 0

. 2 6 9 . 4 1 2

. 5 4 3 . 5 0 7

. 3 4 3 . 5 0 0

. 2 3 4 . 1 0 9

. 0 0 9 . 1 4 7

. 1 7 6 . 1 0 3

. 7 3 1 . 0 0 5

. 0 0 9 - . 0 0 6

. 3 6 2 . 1 2 1

. 6 7 3 . 1 4 7

. 1 3 8 . 0 1 0

. 0 0 3 < . 0 0 1

- . 0 0 5 - . 0 0 5

. 3 5 3 . 1 3 7

. 2 0 1 . 1 5 6

. 2 5 6 . 2 4 7

. 0 0 6 . 1 6 0

. 2 4 5 . 0 0 6

. 4 5 3 . 1 9 4

. 2 1 1 . 1 7 7

- . 0 0 8 - . 0 0 8

. 5 0 6 . 1 3 7

. 3 4 2 . 1 9 4

. 4 1 7 - , 0 0 5

. 7 2 8 . 1 3 5

. 2 4 8 . 2 1 5

. 0 0 9 . 1 2 2

- . 1 4 8 - . 1 5 4

. 1 7 0 . 4 7 1

. 2 5 5 . 2 9 7

. 2 2 1 . 2 3 3

. 0 0 5 . 2 2 5

- . 2 6 1 - . 0 1 0

. 2 1 7 . 3 7 4

< . 0 0 1 . 4 7 5

. 2 4 6 . 3 3 7

. 2 1 6 . 5 7 2

. 1 6 4 . 6 2 4

. 2 8 7 . 2 9 8

. 1 2 7 . 5 3 2

- . 0 0 2 . 6 5 2

- . 1 3 7 . 6 5 7

. 5 8 4 , 4 2 7

. 0 0 1 . 6 1 6

. 0 0 5 . 6 2 9

. 0 0 3 . 6 6 8

. 3 4 4 . 2 6 7

. 0 0 4 . 6 3 5

- . 0 0 8 . 6 4 7

. 0 0 9 . 6 1 8

< . 0 0 1 . 7 6 3

. 0 0 8 . 5 5 8

< . 0 0 1 . 5 8 7

- . 3 4 1 . 5 6 0

. 5 2 2 . 3 6 9

- . 1 0 5 . 6 6 8

> - . 0 0 1 . 8 5 5

. 0 0 1 . 8 2 5

- . 0 0 7 . 4 4 9

. 6 0 9 . 5 8 3

. 0 0 7 . 7 0 4

. 0 1 0 . 5 1 5

. 5 2 0 . 4 8 0

- . 0 0 8 . 7 0 1

- . 0 0 9 . 7 0 0

. 2 6 6 . 4 6 4

- . 0 0 2 . 6 5 5

. 1 0 1 . 7 0 7

. 0 0 7 . 6 3 9

. 2 6 9 . 3 4 4

. 0 0 1 . 6 8 4

- . 0 0 8 ノ . 4 0 1

. 0 0 2 . 6 0 3

- . 0 0 2 . 4 3 9

. 4 8 5 . 4 0 3

- . 1 6 8 . 6 2 7

< . 0 0 1 . 4 3 9

一 . 0 0 7 . 3 8 7

. 0 0 5 . 6 5 2

> - . 0 0 1 . 6 2 9

- . 0 0 6 . 7 5 6

- . 0 0 3 . 6 9 3

寄 与 率( 港) 1 9 . 4 7 4 1 2 . 9 1 2 1 0 . 0 5 7 6 ･ 0 8 6 4 ･ 7 9 7

累 積寄与率( %) 1 9 . 4 7 4 3 2 . 3 8 6 4 2 . 4 4 3 4 8 . 5 2 9 5 3 ･ 3 2 6
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ス ポー ツ 指導者 の社会的勢力質問紙の 再検討 2 2 9

身になん らかの 利益をもた らすで あ ろうとい う期待は, 概念的には異なるもの の , 行動か ら受け取られ る指

導者の 特徴と いう観点か らみれ ば別々 の もの にはな らない と言 える ようで ある ｡ その 他の基盤に関して は,

こ れらの 研究と共通 した基盤が見い だされ て おり , 指導者の社会的勢力と して 妥当なもの で ある こ とが改め

て確認された ｡

2 . 社会的勢力質問紙の下位尺度構成

本研究の 目的は ,
社会的勢力質問紙の作成で あるた め, 5 つ の 基盤因子に基づ い て , 5 つ の 勢力下位尺 度

を構成 した ( 表 3 ) ｡ そ れぞれの 勢力は基盤名に基づい て ,
専門勢力, 親近信頼勢力,

正 当勢力, 指導意欲

勢力, 罰勢力と した ｡ た だ し, 本研究におい て は下位尺 度の 妥当性を検討するもの と し, 今後の社会的勢力

研究における質問紙構成は , 今回 の もの を基本と して尺 度ごと の項目数をそ ろえる等の 修正を行 っ て い くも

の とする｡

下位尺度ごと の ア ル フ ァ 係数を見て みると , 罰勢力でやや低い もの の, 他の勢力に おい て は高い 値を示 し,

下位尺度と して の 内的整合性が示 された ｡

表 3 . 社会的勢力質問紙の下位尺度

尺 度 名
可能な得点範囲

該当する項目 項目数 最低点 最高点 平均点 標準偏差 α 係敬

1
, 5 , 6 , 8 , 1 0 , 1 3 ,

専 門 勢 力 1 6
,
1 7

,
1 8 , 2 1 , 2 8 ,

2 9 , 3 1 , 3 3 , 4 1

親近信頼勢力

正 当 勢 力

2
,
l l
,
1 4

,
1 9

,
2 2

,

2 5 , 3 4 , 36

4 , 9 , 1 2 , 2 4 , 2 6 ,

2 7

指導意欲勢力 3 7
,
3 9 , 4 0 , 4 2

罰 勢 力 3 , 1 5 , 2 0 , 2 3 , 3 5

1 5 1 5 9 0 6 8 . 2 3 1 5 . 5 3 3 0 . 9 5 2

8 8 4 8 3 2 . 5 2 7 . 4 2 2 0 . 8 7 0

6 6 36 2 7 . 4 2 5 . 5 6 0 0 . 8 6 8

4 4 2 4 1 7 . 7 9 4 . 4 4 1 0 . 8 2 9

5 5 3 0 1 4 . 6 4 4 . 6 7 9 0 . 6 5 7

3 . 社会的勢力を独立変数と した重回帰分析

森 ら (1 9 9 0 a , 1 9 9 0 b) で は , 社会的勢力を独 立変数と して , 被影響感 ,
満足 度, 運動部 - の 関心 , 練習

意銑 チ
ー

ム メイ トとの 関係そ れぞれ を従属変数と して重回帰分析を行 っ て い る o 双方の 研究における社会

的勢力変数が同
一 で ない ため に, 直接的な比較はで きない もの の ,

総じて 以下の ような結果が得られて い る ｡

･ 全 て の 従属変数に対 して , 社会的勢力の 総合された重相関係数は正 の 有意な値を示す

･ 利益勢力, 指導意欲勢力は全て の 従属変数に対 して , 有意な正の 影響を与えて い る

･ 罰勢力はほ ぼ
一 貫 して , 有意な負の 影響を与えて い る

た だ し
,
あくま で も これ らの 結果は ｢ 現在の 監督 の 指示 に従う理 由｣ と して質問された際 の 回答と して の

社会的勢力に基づい た もの で ある ｡ つ まり ,
｢ 指示に従うと した ら この ような理 由で ある｣ の か ｢ こ の よう

な理 由で 指示 によく従 っ て い る｣ の か が不 明で あるため, 社会的勢力認知が持 つ効果の 解釈に困難を来た し

て い ると考えられ る｡

こ の よう な理 由から, 本研究におい て は ｢ 変, なたの チ
ー ム の 指導者はどの ような人ですか｣ とい う質問文

を用い る こと により , 指導者の社会的勢力と して 収集され た項目が現在の 指導者の 中に どの 程度認知される



2 3 0 新潟大学教育人間科学部紀要 第 8 巻 第 2 号

か を指導者の 社会的勢力の 得点と して用い た ｡ 従 っ て ,
まず最初に, 本研究におい て 社会的勢力と して 調査

した結果が, 実際に指導者か らの被影響感や従属感を規定 して い るか どうか を確かめる必要がある ｡

表 4 にみ られ るように, い ずれ に対 して も重相関係数は正の 有意な値で あり , 影響の 認知に対して は専門
,

親近信頼, 指導意欲 ,
罰の 勢力が有意な正の ア ル フ ァ 係数を示 し, 従属に対 して親近信頼, 正 当, 指導意欲

が有意な正 の , 罰が有意な負の 値を示 した ｡ こ の結果から , 社会的勢力と して収集された指導者の 特徴が現

在の 指導者に見られ る程度を社会的勢力の程度と考える こ との 妥当性が示され たと言え ようo

また
,
こ の 他の 変数に対して も, 全て の垂相関係数が有意な正 の値を示 しており, 先行研究と同様に , 社

会的勢力が選手の 運動部活動の さまざまな面に影響を及 ぼ して い る こ とが示され た｡

以上 の ような先行研究との 結果の 一

致から ,

一 般的に指導者に従う理由とされ る内容を特定の指導者に対

して 選手が認知する か
,
と いう点から社会的勢力を測定 しようと した本研究の 試み は妥当なもの で ある こと

が 明らか になり , 作成された質問紙の 有効性が示され たと言え ようo

そ して, 今後の 研究に際 して , 今回作成された質問紙の 各下位尺度の項 目数を整理するな どの手続 きを経

て
, 改善された質問紙を用い て 行く こ とが可 能とな っ た｡

表 4 . 勢力下位尺度を独立変数と L た重回帰分析の結果 ( N - 3 5 3)

ベ ー

タ係数 自由度調整済み

専門勢力 親近信頼勢力 正 当勢力 指導意欲勢力 罰勢力 墓相関係数 重決定係数

影響認知 . 3 3 0
* * *

従 属 . o 2 9

満 足 感 . 1 5 0

充 実 感 . o 2 1

生活管理 . 0 0 0

練習意欲 . o 9 3

. 2 0 0
* * *

. 0 8 4

. 1 4 6
*

. 4 9 5
* * *

. 2 5 5
* * *

- . 0 1 7

. 3 8 6
* * *

- . 0 3 4

. 1 8 6
*

. 1 2 2

. 2 0 8
* * *

. 0 8 8

. 2 7 0
* * *

. 1 3 1
* * *

. 7 7 4
* * *

. 5 9 3

. 1 7 2
* *

- . 0 9 4
*

. 7 2 0
* * *

. 5 1 2

- . 0 7 4 - . 1 9 5
* * *

. 3 7 9
* * *

. 1 3 1

- . 0 1 1 - . 0 5 2 . 3 8 7
* * *

. 1 3 8

. 0 4 3 - . 0 1 7 . 3 0 3
* * *

. 0 7 9

. 1 5 1
*

1 . 1 4 5
* * *

. 4 9 0
* * *

. 2 2 9

*
: P < . 0 5

,

* *
: P < . 0 1

,

* * *
: P < 0 . 0 5
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